
施
設
が
見
え
ま
す
。
対
し
て
、
飛
行
場
右
側
（
内
陸
側
）は
、
開
発
が

進
ん
で
い
な
い
事
が
分
か
り
ま
す
。
我
如
古
、
嘉
数
な
ど
の
集
落
が

あ
り
、
戦
前
の
原
風
景
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

下
の
写
真
で
は
、
市
全
域
に
普
天
間
飛
行
場
を
囲
む
よ
う
に
市

街
地
化
が
進
み
、
西
海
岸
が
埋
め
立
て
ら
れ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
や
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
真
志
喜
と
宇
地
泊
に
あ
っ

た
米
軍
施
設
は
返
還
さ
れ
て
商
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
山
の

タ
イ
モ
畑
は
緑
を
残
し
た
ま
ま
で
、キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
一
部
は
昨
年

返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０（
平
成
32
）
年
に
は
、
二
回
目
と
な
る
東
京
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
宜
野
湾
市
は
ど
の
様
に
変
わ
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

上
の
写
真
は
、
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
っ
た
頃
の
宜
野
湾
市
で

す
。
広
大
な
普
天
間
飛
行
場
と
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
が
あ
り
、
飛
行
場
左

側
（
西
海
岸
側
）の
軍
用
道
路
１
号
線
（
現
国
道
58
号
）
沿
い
に
、
住
宅

が
建
ち
並
び
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
ま
た
真
志

喜
に
は
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ー
シ
ー
、
宇
地
泊
に
も
キ
ャ
ン
プ
・
ブ
ー
ン
の
米
軍

茶
ぐ
ゎ
〜
ゆ
ん
た
く

ち
ょ
っ
と

 

ひ
と
い
き

…
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71
年
前
の
6
月
、
当
時
の
宜
野
湾
村
に
は
、
村
民
の
姿
は
な
く
、
村
民
は
村

外
の
収
容
所
に
送
ら
れ
た
り
、
南
部
戦
線
の
戦
闘
で
北
部
の
山
の
中
を
逃
げ

ま
ど
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
村
民
の
い
な
く
な
っ
た
村
で
は
、
米
軍
が
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
重
機
で
、
普
天
間
飛
行
場
を
建
設
中
で
し
た
。

　

命
を
な
が
ら
え
た
村
民
は
、
各
地
の
収
容
所
で
不
便
な
暮
ら
し
を
送
り
な
が

ら
、
帰
村
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
が
、
実
現
し
た
の
は
翌
年
以
降
の
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
帰
っ
て
き
た
村
民
が
目
に
し
た
の
は
、
破
壊
し
つ
く
さ
れ
た
上
に
、

村
の
中
心
部
に
巨
大
な
飛
行
場
が
横
た
わ
る
、
変
わ
り
果
て
た
故
郷
の
姿
で
し

た
。
な
に
も
か
も
失
っ
た
焼
け
野
原
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
復
興
が
、
苦
難

の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
は
、い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

空
か
ら
み
る
私
た
ち
の
宜
野
湾
②

上の写真から39年後の宜野湾市【2003(平成15)年に撮影】
飛行場と大山を除いて市全域が建物で覆い尽くされています。
西海岸が埋め立てられ市域の広がりがわかります。

今から52年前の宜野湾市【東京オリンピックのあった1964（昭和39）年に撮影】
軍用道路1号線沿いの白い建物は、ほぼコンクリート住宅で、上大謝名や嘉数ハイツに
外人住宅地が見られます。

【
問
合
せ
】
市
立
博
物
館

 

☎
８
７
０

–

９
３
１
７　

入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

32

～
イ
ク
サ
ユ
ー
（
戦
世
）
を
思
う
～

米軍による普天間飛行場建設（沖縄県公文書館蔵）

※6月15日から、慰霊の日パネル展「沖縄戦の中の宜野湾」を

開催します。イクサユー（戦世）を改めて見つめなおし、失ったも

のは何だったのか、考えるきっかけになればと思います。

は
く

ぶ
つ
か
ん
の
部
屋
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